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広報とままえ ２月号　２頁

　
１
月
９
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
公

民
館
に
お
い
て
令
和
４
年
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
た
。

　
今
年
の
対
象
は
男
女
あ
わ
せ
て
　３４

名
が
新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
、
う
ち
男
性
　
名
、
女
性
５
名

１４

の
計
　
名
が
式
へ
出
席
し
た
。

１９

　
色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
や
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
受
付
を
済

ま
す
と
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友

人
と
笑
顔
で
談
笑
す
る
姿
や
友
人
同

士
で
写
真
撮
影
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
式
辞
で
開
発
法
起
教
育
長
が
「
皆

さ
ん
は
　
歳
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は

２０

自
身
で
世
の
中
の
動
き
を
し
っ
か
り

と
捉
え
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
歩
む
道
程
は

決
し
て
平
坦
な
道
ば
か
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
若
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
恐
れ
ず
、
目
標
を
高

く
掲
げ
、
ブ
レ
な
い
信
念
で
突
き
進

み
、
冷
静
さ
と
感
謝
と
思
い
や
り
を

忘
れ
ず
に
、
未
知
な
る
多
く
の
出
会

い
や
人
と
の
か
か
わ
り
を
糧
に
、
そ

こ
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
努
力
は
い
つ

か
必
ず
大
き
な
実
を
結
ぶ
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
」
と
新
成
人
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
、
能
登
雄
大
さ

ん
と
加
賀
谷
悠
衣
さ
ん
が
「
社
会
の

一
員
と
し
て
の
き
ま
り
を
守
り
、
互

い
に
助
け
合
う
こ
と
を
心
に
銘
記
し
、

責
任
あ
る
行
動
の
も
と
明
日
の
郷
土

を
築
く
担
い
手
と
し
て
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
苫
前
町
の
発
展
の
た
め

努
力
し
続
け
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓

を
行
っ
た
。

　
福
士
敦
朗
町
長
は
「
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
可
能
性
を
信
じ
て
、
新
た
な
社
会

の
た
め
に
生
き
る
、
ま
た
、
自
ら
未

来
を
拓
く
と
い
う
気
持
ち
で
前
へ
進

ん
で
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
に
は
、
国
内

で
、
あ
る
い
は
海
外
で
存
分
に
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
こ
の
「
ふ
る
さ
と
苫
前
」
で

多
く
の
人
が
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
も

願
っ
て
い
ま
す
。
新
成
人
を
迎
え
ら

れ
た
皆
さ
ん
に
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
苫
前
町
そ
し
て
日
本
の
未
来
が
、

明
る
く
輝
か
し
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

次
代
を
担
う
新
た
な
感
覚
や
情
熱
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く

願
っ
て
い
る
」
と
、
阿
部
俊
一
議
長

は
「
自
分
の
人
生
は
自
分
自
身
で
切

り
開
い
て
い
く
し
か
な
い
。
自
分
が

目
指
す
将
来
像
を
常
に
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
で

堂
々
と
進
ん
で
く
だ
さ
い
、
責
任
と

自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
、
明
る
く
健

全
な
未
来
の
社
会
を
築
き
、
力
強
く

飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
念
願

す
る
。」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
成
人
意
見
発
表
で
は
、
教
員
を
目

指
し
て
現
在
大
学
で
勉
強
中
の
清
水

将
さ
ん
が
「
私
を
い
つ
も
見
守
り
、

応
援
し
、
今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
た

家
族
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
。

大
学
に
進
学
し
、
親
元
を
離
れ
て
か

ら
、
今
ま
で
家
族
に
ど
れ
ほ
ど
支
え

ら
れ
て
い
た
か
を
痛
感
し
た
。
応
援

し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
、
家
族

の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
成
人
と
し

れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
自
分
か
ら
行
動
し

て
い
こ
う
。
自
分
の
生
き
方
に
自
信

を
も
っ
て
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
こ

う
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
看
護
師
を
目
指
し
て
、
看

護
専
門
学
校
で
勉
強
中
の
栢
歩
優
さ

ん
は
「
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
沢
山
の
愛
情
を
注
い

で
く
れ
た
家
族
や
、
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
常

に
前
向
き
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓

う
。」
と
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
た
。

　
こ
の
成
人
式
に
は
当
時
新
成
人
を

受
け
持
っ
た
学
校
の
先
生
も
参
加
、

教
え
子
を
目
の
前
に
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
と
、
笑
顔
を
浮
か
べ

る
新
成
人
も
見
ら
れ
、
式
典
終
了
後

も
先
生
や
友
人
を
交
え
、
談
笑
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

責任と自覚を責任と自覚を！！－新成人おめでとう－新成人おめでとう－－責任と自覚を責任と自覚を！！－新成人おめでとう－新成人おめでとう－－

令和４年 苫前町成人令和４年 苫前町成人式式令和４年 苫前町成人令和４年 苫前町成人式式



まちの施設を整備していただきました地域社会貢献事業

広報とままえ ２月号　３頁

　３年生の卒業後の進路先
が全員決定しました。今回
は、札幌学院大学経済経営
学部経営学科に進む大元さ
んと渡邉さんにインタビュー。
同じ大学に進む二人ですが、

入試の方法は異なり、大元さんはＡＯ入試、渡邉さ
んは指定校推薦入試で挑みました。
Ｑ．１　進学先を決めた理由は？
大元：高校に入ってから商業科目を学び、簿記の楽
しさに目覚めました。日商簿記などさらに上の
資格を取得できるカリキュラムがあることが決
め手となりました。将来は税理士を目指します。

渡邉：１年生の頃は保育士になりたいと思っていま
した。２年時のインターンシップを楽しみにし
ていたのですがコロナ禍で行くことができず、
進路について悩みました。日々の勉強で商業科
目の楽しさを知り、さらに学ぶことで、将来の
夢を見つけたいと思っています。

Ｑ．２　どのような試験対策をしましたか？
大元：ＡＯ入試は早い時期に行われるので、３年生

の６月から準備を始めました。いくつかの課題
から論文を作成するのですが、私は「地域活性
化問題」を取り上げました。論文の作成にあ
たっては地域の方々にインタビューし、論文の
書き方については先生方に個別指導をしていた
だきました。

Ｑ．３　本校での学びについて教えてください。
渡邉：わからないことは先生方にすぐ聞けることで

す。「そうか！わかった！」と思うことで、勉強
に対する意欲がとても増しました。そこから自
分のやり方を見つけることができ、学ぶ楽しさ
を知りました。

　二人とも、少人数だからこその魅力を受験対策で
も感じたと語ってくれました。大元さんは札幌、渡
邉さんは旭川から進学してきましたが、入学当初は
不安だらけだったとのこと。しかし顔見知りが増え
たことで、苫前の生活がホッとできる場になったそ
うです。３年生は秋から羆獅子太鼓の練習をしてい
ますが、そこでも地域の方々とのふれあいや少しず
つ形ができあがることがとても楽しいと笑顔。手に
できたマメが誇らしげです。
文・写真：苫前商業高校地域連携委員　瀧川　直子

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

　チエボツナイ川外道単改修工事（補正）を実施の

渡部工業株式会社（渡部和

人代表取締役）が１月25日

（火）に町営住宅西団地Ｂ棟

の除雪を地域社会貢献事業

として実施しました。

　ありがとうございました。

町営住宅西団地Ｂ棟の除雪
　古丹別川大規模特定河川工事４工区を実施の橋

場・白鳥経常建設共同企業

体が １ 月18日（火）に古丹別

中学校体育館軒下の除雪を

地域社会貢献事業として実

施しました。

　ありがとうございました。

古丹別中学校体育館軒下の除雪

　
　
月
　
日（
月
）苫
前
町
役

１２

２０

場
町
長
室
に
て
元
教
育
委
員

長
の
岡
田
裕
幹
氏
へ
旭
日
双

光
章
の
伝
達
が
福
士
町
長
か

ら
行
わ
れ
た
。

　
岡
田
氏
は
、
平
成
３
年
か

ら
平
成
８
年
ま
で
の
５
年
間

に
教
育
委
員
と
し
て
、
平
成

８
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
教

２７

育
委
員
長
と
し
て
　
年
間
に

２４

わ
た
り
苫
前
町
の
教
育
行
政

に
多
大
な
功
績
を
果
た
さ
れ

た
。
　
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、

岡
田
氏
は
「
長
く
教
育
委
員

に
携
わ
る
中
で
い
ろ
い
ろ
支

え
て
く
れ
た
関
係
者
に
感
謝

を
述
べ
た
い
。
見
識
を
広
め

て
十
分
活
躍
す
る
子
ど
も
達

を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
た
。

岡田裕幹 氏　旭日双光章受章

　
１
月
　
日（
火
）町
ス
ポ
ー

１１

ツ
セ
ン
タ
ー
で
公
民
館
講
座

「
冬
休
み
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
」
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小

学
生
６
名
が
参
加
し
た
。

　
苫
前
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
２
名
が
講
師
と
な
り
、

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
や
車

椅
子
卓
球
、
ボ
ッ
チ
ャ
の
３

競
技
を
体
験
し
た
。

　
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
や

車
椅
子
卓
球
は
、
子
ど
も
達

が
実
施
し
や
す
い
よ
う
に
工

夫
し
て
行
い
、
ボ
ッ
チ
ャ
で

は
、
コ
ツ
を
す
ぐ
に
つ
か
ん

だ
子
ど
も
も
居
て
一
投
一
投

に
一
喜
一
憂
す
る
な
ど
白
熱

す
る
試
合
を
楽
し
み
な
が
ら

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
。

「卒業後の進路について①」

冬休みパラスポーツ体験 ～公民館講座～



広報とままえ ２月号　４頁

　
冬
に
な
る
と
、
高
齢
の
方
は
除

雪
作
業
の
他
で
屋
外
で
の
運
動
の

機
会
が
減
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
感
染
症

対
策
で
意
識
し
て
外
出
を
控
え
て

い
る
と
の
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
症
状
に
心
当
た
り

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
一
日
中
座
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
・
座
り
す
ぎ
て
腰
痛
、

同
じ
姿
勢
が
多
く
、

肩
こ
り
が
つ
ら
い

・
最
近
な
ん
だ
が
気
分
が
落
ち
込

み
や
す
い

・
運
動
す
る
こ
と
が
減
っ
た

・
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
や
す
い

・
集
中
力
が
続
か
な
い
、
集
中
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る

・
１
か
月
で
急
な
体
重
の
増
減
が

あ
る

・
寝
付
き
が
わ
る
く
な
っ
た
、
睡

眠
時
間
が
短
く
な
っ
た

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
運
動
す
る

機
会
が
少
な
い
こ
と
で
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
大
人
の
場
合
、
適
度
な
運
動
は

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
、
肩
こ
り
・
腰
痛
の

改
善
や
疲
労
回
復
、
気
分
爽
快
・

ス
ト
レ
ス
解
消
・
抑
う
つ
状
態
の

改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
子
ど
も

の
場
合
は
、
健
康
的
な
成
長
・
発

達
、
体
力
の
向
上
、
将
来
に
わ

た
っ
て
の
疾
病
リ
ス
ク
の
低
下
に

関
与
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
機
関
で
は
、

成
人
は
週
に
　
分
以
上
、
子
ど
も

１５０

は
毎
日
　
分
以
上
の
軽
く
息
が
弾

６０

む
程
度
の
運
動
を
行
う
こ
と
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
普
段
か
ら
運
動
し
て
い

る
と
い
う
方
は
多
い
の
で
し
ょ
う

か
？
苫
前
町
の
特
定
健
康
診
査
を

平
成
　
年
度
に
受
診
し
た
方
の
う

３０

ち
、「
１
日
　
分
以
上
の
運
動
習

３０

慣
が
な
い
」
と
答
え
た
方
は
男
女

と
も
に
６
割
を
超
え
て
い
ま
し
た

（
全
国
は
男
性
　
坩５
％
、
女
性

２４

　
坩２
％
）。
運
動
習
慣
が
な
い
方

１９が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現

実
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
、「
い

き
な
り
運
動
と
い
わ
れ
て
も
大
変
、

無
理
」
と
思
う
方
が
多
く
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
推
奨
す
る
運
動
量
を
実
行
す

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
何
も
し
な

い
で
い
る
よ
り
も
、　

分
に
１
回

３０

立
ち
上
が
り
動
く
だ
け
で
、
健
康

リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
急
に
運
動
を
ま
と
め
て
し
よ
う

と
す
る
と
、
関
節
を
痛
め
る
な
ど

怪
我
の
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
身
体
を
動
か
す
機
会
を

生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
段
階
を
踏
ん
で
実
行
す
る
こ
と

で
、
苦
し
い
、
し
ん
ど
い
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

１
坩
こ
ま
め
に
立
ち
上
が
る
、
家

事
を
多
く
す
る
、
階
段
を
上
り
下

り
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
。
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
掃
除
な
ど
お
手
伝

い
を
し
て
身
体
を
動
か
す
の
も
よ

い
。
今
よ
り
も
　
分
多
く
身
体
を

１０

動
か
す
こ
と
を
意
識
す
る
。

２
坩
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
運
動
に

挑
戦
す
る
。
動
画
を
み
な
が
ら
ヨ

ガ
や
筋
ト
レ
を
す
る
の
も
お
勧
め
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぶ
。
追
い

か
け
た
り
、
縄
跳
び
、
ボ
ー
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す
る
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毎
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で
き
る
と
き
に

取
り
組
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で
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

今
は
毎
朝
体
調
を
自
己
チ
ェ
ッ
ク

（
体
温
計
測
な
ど
）
し
て
、
少
し

で
も
、
調
子
が
悪
い
日
は
無
理
を

せ
ず
に
休
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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出
が
少
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動
～～

今
月
の
担
当
は
 宮
前
保
健
師
長
 で
す

……………………………………………………………………………… ざ康ばん健 い

健 康
ばんざい

全血献血の採血基準

400 ｍｌ献血量200 ｍｌ献血量

体重年齢体重年齢

50 ｋｇ以上17 ～ 69 歳男性45 ｋｇ以上16 ～ 69 歳男性

50 ｋｇ以上18 ～ 69 歳女性40 ｋｇ以上16 ～ 69 歳女性

　３月３日（木）に献血車が来町する予定です。近くなりましたら回覧等で詳細をお知らせします。

　輸血を必要としている人は全国に１日3，000人いると言われていますが、血液は人工的に作ることが

できず、長い間保存もできないため常に新しい血液が必要です。献血は不要不急の外出には当たりませ

ん。北海道赤十字血液センターは、輸血に必要な血液量を維持するために本町で50名以上の献血を期待

しています。一人でも多くのご協力をお願いします。

　10月28日に献血車「ひまわり号」が来町し、55名の方々に献血していただきました。ご協力ありが

とうございました。

《献血に関するお問合せ》

　苫前町献血推進協議会　電話：64－2215（事務局　保健福祉課保健係）

献血へのご協力ありがとうございました。

献血へのご協力をお願いします。

日
頃
か
ら
身
体
は
動
か
し
て
い

る
方
だ
と
思
い
ま
す
か

運
動
習
慣
が
な
い
方
へ
の
お
勧
め
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………………………………………………………………………よ包括ケ りアだ地域

★ 高齢者の睡眠は若いときと違う？★
　高齢になると睡眠が浅くなりやすくなり、夜中や早い時間に目が覚めることが増えます。よく、

早寝早起きになることが知られていますが、身体の調子を整える生体機能のリズムが早め早めに

なり、活動の準備になる血圧や体温といった変化も若い人よりも時間が早く起こり始めます。

　また、睡眠中の脳の働きをみると、脳波では眠りが深いノンレム睡眠が減って、浅いノンレム

睡眠が増えるようになります。そのため、ちょっとした物音や尿意で目が覚めやすくなります。

■認知症の方の介護の電話相談窓口
　北海道認知症コールセンター　緯 011－204－6006

　【月～土】午前10時00分から午後３時00分まで

お問合せ　　苫前町地域包括支援センター　緯 64－2215

　アルツハイマー病などの認知症の方では同年代に比べても睡眠が浅くな

ります。夜間眠れなくなり、昼寝が長くなる傾向があり、不規則な睡眠・

覚醒リズムになりやすくなります。

　また、昼間もしっかりと目が覚めきらずもうろうとしやすくなります。

すると、不安が強くなって興奮し攻撃的になりやすくなることや、夕方か

ら就寝の時間帯に動き回ったり、普段と違った落ち着かない状況になり、

介護者の方の対応が大変になります。

　睡眠について、薬の服用も方法の一つですが、認知症の方の場合、効果が現れにくいことがあ

ります。下記のポイントは、即効性はありませんが、認知症がない方も夜眠りにくさを感じる方

は、継続していただくことで生活リズムを付けることにつながります。

○認知症の方の睡眠

　１．就寝環境を整える（室温・照度）　　 ２．午前中に日光を浴びる

　３．就寝、起床時間を規則正しくする　　 ４．食事時刻を正しく整える

　５．昼寝を避ける（日中にベッドを使用しない）

　６．決まった時間に運動する（就寝４時間前は避ける）

　７．夕刻以降に過剰の水分をとらない（ちょこちょこ飲みはよい）

　８．アルコール、カフェイン、ニコチンの摂取を避ける

　９．痛みなど不調に対処する（気づかれていないことも多い）

　１０．認知症治療薬（コリンエステラーゼ阻害剤）の午後以降の服薬を避ける

○よい睡眠を保つために心がけること ｅ－ヘルスネット（厚生労働省）を参考に作成

　北海道では、ほんの少しでも不安に思うことや、疲れてしまった気持ちがあれば、ひとりで抱

え込まず、気軽に相談できるようＬＩＮＥ相談窓口を開いています。

　１　相談受付期間　令和３年８月31日（火）から令和４年３月31日（木）まで

　２　相談受付時間　【月～土】午後６時00分から午後10時00分まで　

　　　　　　　　　　　　　　　（受付時間は午後９時30分まで）

　　　　　　　　　　【　日　】午後６時00分から翌朝６時00分まで　

　　　　　　　　　　　　　　　（受付時間は午前５時30分まで）

　３　相談対象者　　北海道にお住まいの方

　４　相 談 方 法　　ＱＲコードを読み取り、ＬＩＮＥ公式アカウント『北海道こころ

の健康ＳＮＳ相談窓口』を友だち登録してご利用ください。（北海道のセ

キュリティポリシーを遵守し、ＬＩＮＥ公式アカウントを利用しています。）

○不安や心配事はありませんか？

　３月４日（金）午前９時30分より苫前町公民館において「寿いきいき教室」
を開催する予定です。今回は、薬剤師を講師に迎え開催する予定です。

事業の　
お知らせ



広報とままえ ２月号　６頁

殺令和４年10月１日から、一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）は、現役並み
所得者（窓口負担割合３割）を除き、医療の窓口負担割合が２割になります。

つくろう健康　幸せの未来づくり

後期高齢者医療ガイド

…………………………………………………………………… イ齢者医 ド療ガ後 高期

殺変更対象となるのは、後期高齢者医療の被保険者全体のうち約20％の方です。

毅令和４年以降、団塊の世代が75歳以上とな
り始め、医療費の増大が見込まれています。　

毅後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除
いて約４割は現役世代（子や孫などの世代）
の負担（支援金）となっており、今後も拡
大していく見通しとなっています。　

毅今回の窓口負担割合の見直しは、現役世代
の負担を抑え、国民皆保険を未来につない
でいくためのものです。

見直しの背景

毅令和４年10月１日の施行後３年間（令和７年９月診療分まで）は、２割負担となる方について、
窓口負担割合の引き上げに伴い、１か月の外来医療の負担増加額を3000円までに抑えます（入院
の医療費は対象外）。　
毅配慮措置の適用で払い戻しとなる方は、高額療養費として、事前に登録されている高額療養費の
口座へ後日払い戻します。

窓口負担割合が２割となる方には、負担を抑える配慮措置があります。

後期高齢者医療制度のお知らせ
一定以上所得のある方（７５歳以上の方等）の
医療費の窓口負担割合が変わります

北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】〒060－0062　札幌区南２条西14丁目　国保会館6階
【電話】011－290－5601 
苫前町役場住民生活課住民係
【電話】0164－64－2213
★制度改正の背景などに関するご質問等は、
　厚生労働省コールセンター（0120－002－719）にお問い合わせください。

令和４年１月から３月
までコールセンターが
開設されています。

【
お
問
合
せ
先
】
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……………………………………………………………………………………年国民 金

国
民
年
金

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

「
お
ト
ク
な
保
険
料
２
年
前
納
制
度
」

　この運動は、全国各地で火災による死傷者が発生しているため、火災の恐ろしさを認識し、出火の絶無
と火災による死傷者の発生を未然に防止する事を目的としています。

火事・救急は１１９番！ 北留萌消防組合消防署　苫 前 支 署　緯 64－2321
　　　　　　　　　　　古丹別支署　緯 65－4119

【期間】
 ２月15日～25日まで冬期火災予防運動実施

「おトクな保険料２年前納制度をご利用ください」
　国民年金保険料は２月までに申込みいただくことで、口座振替、クレジットカード納付、現

金納付による「２年前納」することができます。

お問合せ先　 留萌年金事務所 緯 0164－43－7211　住民生活課 緯 64－2213

統一標語『おうち時間　家族で点検　火の始末』

・・固定電話からの119番通報は古丹別支署へ繋がります。
・・携帯電話からの119番通報は羽幌消防署に繋がり、古丹別支署へ転送となります。

町内での119番通報受信先は以下の通りになります。

  １ １ ９ 番（火災）の通報要領
① 火災であることを伝える　　② 火災現場の場所（住所・目印になる建物）

③ 何が燃えているか　　　　　④ 怪我人や逃げ遅れている人はいないか

⑤ 通報者の名前・電話番号

　希望される方は最寄りの年金事務所または役場窓口までお申込ください。申出書は各窓口に

備えつけてあります。また、ホームページからもダウンロードすることができます。

２年前納の申込期限は２月末まで

　クレジットカード納付の場合は、口座振替と同様に４月分から翌々年３月分までの２年間分

の保険料を４月末に納付いただきます。

　２年分の保険料総額は30万円を超えるため、ひと月のクレジットカード利用限度額を超える

と立替不能となり、毎月納付に切り替わりますのでご注意ください。

クレジットカードによる前納

　任意の月から翌年度末までの前納をすることができます。２月までに申込みいただければ４

月分から翌々年３月分までの２年間分の前納が可能です。

　再来年度にまた前納を希望する場合は、改めて申込みが必要です。

現金（納付書）による前納

　２年前納制度は、２年間分の保険料を一括でお支払することで、納付書等で毎月お支払いた

だく方法にくらべ、総額で１万5000円程度割引になるお得な制度です。

　また、現金納付およびクレジットカード納付でも２年前納を利用することができます。ただ

し、口座振替とくらべると割引額は少し下がります。

２年前納制度

　国民年金の支給開始
年齢（誕生日の前日）
になったら、裁定請求
書は役場窓口までお持
ちください。
　必要な書類が不明な
場合は御相談ください。

【仕事を辞めたら】

　仕事をしている間会社の保険に入っていた方（２号被保険者）が、仕事を辞め

たら、国民年金（１号被保険者）の資格取得の届出が必要です。会社の健康保険

を任意継続した方も国民年金への加入が必要です。

【扶養している配偶者も】

　第２号被保険者が扶養している配偶者は第３号被保険者となりますが、ご自身

が仕事を辞めるなどし、第１号被保険者になる場合は、配偶者も第１号被保険者

への変更手続きが必要です。

　いずれも、ご自身で役場（支所）窓口まで届出が必要です。　

忘れていませんか？ ～資格取得のお手続き～
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第第２２９９回北海道凧あげ大会回北海道凧あげ大会・・
第第４４８８回苫前町凧あげ大会を中止します回苫前町凧あげ大会を中止します。。

………………………………………………………………………………… 場びの広学

苫前町公民館～あなたの学びを応援します～

　いつも本町の凧あげ大会を楽しみにご来場していただいている皆様に、ご来場していただいている
ことに感謝申し上げます。
　さて、令和４年２月27日（日曜日）に開催を予定しておりました「第29回北海道・第48回苫前町凧
あげ大会」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としました。
　昨年に引き続きの中止となりましたが、参加される皆様や関係者の皆様の健康を優先にした対応で
ありますので、なにとぞご理解をいただきますようお願い申し上げます。
　私どもも次回の大会が開催できるよう改善や工夫をしながら、よりよいイベントづくりを進めたい
と考えておりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

　苫前町凧あげ大会実行委員会

緯 65－4076　ＦＡＸ 65－3220
Ｅｍａｉｌ ｓｈａｋａｉｋｙｏｉｋｕ＠ｔｏｗｎ.ｔｏｍａｍａｅ.ｌｇ.ｊｐ

苫前町公民館図書室の新刊案苫前町公民館図書室の新刊案内内
【小説】
黒牢城　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米澤　穂信 ／ ＫＡＤＯＫＡＷＡ
同志少女よ、敵を撃て　　　　　　　　　　　　逢坂　冬馬 ／ 早川書房
透明な螺旋　　　　　　　　　　　　　　　　　東野　圭吾 ／ 文藝春秋

【健康】
やせるのはどっち？　　　　　　　　　　　　　中野ジェームズ修一 ／ 飛鳥新社
タキミカ体操　　　　　　　　　　　　　　　　瀧島　未香 ／ サンマーク出版
いつものおかずで塩分一日６ｇ献立　　　　　　女子栄養大学栄養クリニック ／ 女子栄養大学出版部

【芸能人・スポーツ選手】
むき出し　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼近　大樹 ／ 文藝春秋
わいたこら。　　　　　　　　　　　　　　　　新庄　剛志 ／ 学研プラス
共に、前へ、羽生結弦　　　　　　　　　　　　日本テレビ「ｎｅｗｓ ｅｖｅｒｙ．」取材班 ／ 祥伝社

【その他】
鏡の法則　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　嘉則 ／ サンマーク出版
これでいいのか北海道　道民探求編　　　　　　昼間たかし ／ マイクロマガジン社
これでいいのか北海道　まちの問題編　　　　　昼間たかし ／ マイクロマガジン社
100万回死んだねこ　　　　　　　　　　　　　福井県立図書館 ／ 講談社
子どもの自己肯定感が高まる天使の口ぐせ　　　白崎あゆみ ／ マキノ出版
ただいま見直し中　　　　　　　　　　　　　　小川　奈緒 ／ 技術評論社
ＯＨ！ざわつくおにぎり　　　　　　　　　　　おにぎり劇場 ／ 小学館
４歳までハムスターが元気で長生きする飼い方　岡野　祐士 ／ エクスナレッジ
平石智美の「華色切り絵」12か月　　　　　　　 平石　智美 ／ メイツ出版
火葬場で働く僕の日常　　　　　　　　　　　　下駄　華緒 ／ 竹書房
人生が楽になるコツ　　　　　　　　　　　　　桜井　識子 ／ 宝島社
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………………………………………………………………………………情まいる住 報
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９時～１ ６ 時30分３２１

苫前三角点ス
キー場・古丹別
緑ヶ丘スキー場
クローズ
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健康相談
（公民館）
１ ０ 時～１ １時30分1110９８７６

191817

乳児健診
（公民館）

16151413

26252423222120

３月

２月

　上川・留萌地方では１月下旬から２月中旬が一年で最も寒い時期となります。今回は、「低温注意報」

についてのお話しです。気象台では低温による農作物の被害（夏期）や水道管の凍結・破裂などによる被

害（冬期）が発生するおそれがあるときに「低温注意報」を発表します。

　具体的な発表基準は季節によって異なります。４月から６月、８月中旬から10月までは平均気温が平

年より６℃ 以上低い、７月から８月上旬は気温が14度以下が12時間以上継続など、農業関係に影響を及

ぼす気温が基準となっています。また、11月から３月までは最低気温が平年より12℃ 以上低いと予想

する場合に発表しています。

　冬期間の低温の要因は、上空に強い寒気が入ること、冬型の気圧配置がゆるんで内陸部を中心に晴れ

て、地表面の熱が奪われる放射冷却現象が起こること、などがあげられます。これまでの最低気温の記

録は、旭川で－41．0℃（1902年１月25日）、名寄では－35．7℃（1982年２月２日）と内陸部では－30℃

 以下となり、留萌では－23．4℃（1985年１月25日）、羽幌では－26．4℃（1923

年１月27日）など海岸部では－25℃前後となっています。

　低温注意報が発表されると、海岸部では－20℃ 前後、内陸部では－25℃ から

－30℃ 以下の厳しい冷え込みになることが予想されますので、水道管の凍結・

破裂などに注意をして下さい。

お問合せ先　旭川地方気象台　緯 0166－32－7102

　　　　　　旭川地方気象台ホームページアドレス（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｊｍａ－ｎｅｔ．ｇｏ．ｊｐ/ａｓａｈｉｋａｗａ/）

防災一口メモ「低温注意報」

令和４年４月１日から旭川地方気象台の電話窓口が変わります。

　緯 0166－32－6368：通常応答　平日日中８時30分～17時15分

　緯 0166－32－6413：自動音声　終日

イベントカレンダイベントカレンダーー ※日程は変更となることがありますので、予めご確認ください※日程は変更となることがありますので、予めご確認ください。。 ２月櫛３月




